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研究成果の概要（和文）：　家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の連携を目指した授業プログラムの開発にあたり、
「水」「甘み」「排泄」「アレルギー」について教育内容の検討を行った。教育内容の検討に際し、家庭科教諭・栄養
教諭・養護教諭の創設をめぐる歴史的背景と経緯から課題を把握し、授業プログラムの開発に向けた視点とした。
  家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の連携は、教科や教育活動の総合性や実践性の発揮につながることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We examined education contents about a "water" "sweetness" "excretion" "allergy"  
on developing the class program aiming at the cooperation of a home economics teacher, nutrition instructo
r, the school nurse. On the occasion of the examination of education contents,we grasped a problem from hi
storic background and process over the foundation of a home economics teacher, nutrition instructor, the s
chool nurse and did it with a viewpoint for the development of the class program.
It was suggested that the cooperation of a home economics teacher, nutrition instructor, the school nurse 
led to the total compatibility of a subject and the instructional activity and practice-related display.

研究分野：

科研費の分科・細目：

科学教育・教育工学

キーワード： 家庭科教諭　栄養教諭　養護教諭　連携　授業プログラム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）教員養成における科目にみる共通性・

専門性と連携の必要性 
 家庭科の総合性・実践性は、家庭生活を中
心とした生活に教育内容を求める教科とし
ての家庭科それ自身の性格に由来するとこ
ろが大きい。しかし、家庭科の総合性・実践
性は、他の教科や教育活動と連携し、緊密な
ネットワークを形成することが、教科として
の家庭科の固有性を発揮することにつなが
ると考える（青木・荒井：2010）。 
 一方、子どもの体や生活の現実に根ざすと
いう共通性をもつ家庭科教諭・栄養教諭・養
護教諭の連携とネットワークの形成は、学校
教育において子どもの発達を支える専門職
の資質の形成に寄与するものを考える。また、
専門性の発揮には、教諭自身が専門性を探究
する必要がある一方で、教諭相互の専門性を
発揮し連携することにより、教諭自身の専門
性が自覚され、専門性の深化が期待できる。   
しかし、教員養成家庭の現状を概観すると、

管見のかぎり、共通性と専門性を融合・統合
する科目等は、教科教育学において意識され
ているものの（青木・荒井：2010）、近接・
隣接する専門科学間について十分といえな
い状況にある。 
そこで、保健・医療・福祉・教育の連携を

教員養成課程の段階から具体的に検討する
に至った。 

 
（２）教員養成における教養教育と専門教育  
  の接続・連携の必要性 
 大学教育の教養教育において、「健康で健
全な豊かな生活（QOL の高い生活）」をつく
りあげることを目標する動向は、教養教育に
かぎらず、各専門教育との接続・連携が図ら
れてこそ有意と思われる。とりわけ、教員養
成課程においては、教師の専門的力量の充
実・向上のみならず、学校教育を介して各専
門性が児童・生徒に還元されるといえ、教員
養成課程においてこそ、「健康で健全な豊か
な生活（QOL の高い生活）」をつくりだすこ
とを目標におく教養教育と専門教育の接
続・連携は課題といえ、カリキュラムおよび
授業開発は急務であると考えた。 
 「健康で健全な豊かな生活（QOL の高い
生活）」に関する教育内容・教育活動等を担
う教諭として、学校教育においては、家庭科
教諭・栄養教諭・養護教諭が配置されている。
各教諭の連携とネットワーク化により、各教
諭の専門性に根ざした教育活動が期待でき、
児童・生徒の生活設計の基礎になると考える。 
 
２．研究の目的 
 家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の接続・
連携の現状を把握し、課題を明らかにする。
そのうえで、教員養成課程段階で専門的基礎
となる教育内容について検討する。 
 家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の接続・
連携を目指した授業プログラムの開発と実

験授業を実施し、分析・評価を基に修正・改
善を行い、具体的提言を行うことを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
（１）方法 
 家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の連携に
関する現状と課題を把握し、実践化を視野に
入れた授業プログラムの開発と、授業プログ
ラムの共有化と改善に向けたシステムの検
討を行う。 
 授業プログラムを具体化するうえで基礎
となる教育内容研究を「甘み」「水」「排泄」
「食物アレルギー」について行い、授業プロ
グラムの作成、実験授業の実施・分析・評価
を行い、学会等に報告・論文化し、公表する。 
また、現職教員等の研修の場において授業プ
ログラムの実施を試み、改善・修正に向けた
資料として活用する。 
 
（２）計画 
①専攻研究の検討、海外の動向に関する調査 
②各養成課程における家庭科教諭・栄養教
諭・養護教諭の接続・連携に関する現状把握 
③接続・連携を目指した教育内容の開発： 
 「甘み」「水」「排泄」「食物アレルギー」 
④実験授業の実施と分析・評価 
⑤研究成果の公開 
 
４．研究成果 
（１）家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の接
続・連携の現状 
 専門性の発揮には、教諭自身が専門性を探
究する必要がある一方で、教諭相互の専門性
を理解し連携することにより、教諭自身の専
門性が自覚され、専門性の深化が期待できる。  
また、多様化・流動化・国際化等が進展する
現代社会において、子どもの体や生活は社会
の変化を受け、現代的課題に直面している。
子どもが直面する現代的課題に対して、学校
教育で指導・支援に携わる教諭は、専門の立
場から総合的・実践的に課題を把握し、解決
にあたる必要がある。学校教育に係る課程に
おいては、保健・医療・福祉との連携を視野
に入れた専門性の養成を構想する必要があ
り、カリキュラムや教育プログラムとしての
具体化は急務といえる。 
 しかしながら、現状は個別の専門性の探究
に係るカリキュラムやプログラムの展開の
場合が多数であり、連携を意識したカリキュ
ラムや教育プログラムの開発が進展してい
ない状況にある。 
 家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の設置を
めぐる歴史的背景と現状の課題をふまえた
教育内容の検討と授業プログラムの開発が
急務であることが示唆された。 
 
（２）「養護」の概念をめぐる検討 
 「家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の連携
の可能性と課題」を検討するうえで、家庭科



教諭・栄養教諭・養護教諭の設置をめぐる歴
史的背景をふまえる必要性が示唆されたこ
とから、各教諭の専門性の接点となる「養護」
の概念について明治期にまで遡り、検討した。 
 「養護」の語は、「教授」「訓練」と並ぶ教
育の方法として提唱された始まりをもち、
「日常生活において、栄養・空気・光線・衣
服・保湿・清潔・運動・休養等の衛生的原則
を遵守させ、不良な生活習慣を矯正して、健
康を保持・増進させる作用」という意味に解
されていた。「養護」の語をめぐって、家庭
科教諭は教科教育の側面、栄養教諭は栄養の
摂取に関わる側面、養護教諭は学校生活環
境・安全・衛生等の側面に重点をおき、教育
活動として連携をはかることで相乗し、相互
作用を期待できることが示唆された。 
このような歴史的背景をおさえたうえで、

教育をめぐる課題に照らしあわせた教育内
容の検討と授業プログラムの具体化が家庭
科教諭・栄養教諭・養護教諭の連携の可能性
を広げるとともに、教師の専門性の解明につ
ながることが期待できる。 
 

（３）授業プログラムの開発 
 授業プログラムの具体化および教育内容
研究として、「水」「甘み」「排泄」「食物アレ
ルギー」に関する検討を行った。また、家庭
科教諭・栄養教諭・養護教諭の連携を目指す
教育内容研究および教育方法の開発として、
映像教材の製作を行った。 
 例えば、「食物アレルギー」の教育内容に
関する検討として、1)教育課程において教科
として位置づいている「家庭科」と「体育科」
「保健体育科」の「保健」領域の学習指導要
領、および教科書記述等の現状を把握し、2)
学校生活におけるさまざまな教育活動を概
観し、家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の連
携が可能な場面を抽出したうえで、家庭科教
諭・栄養教諭・養護教諭が連携する学級指導
および教科（家庭科）指導のうち「調理実習」
「給食」に注目した。実際の指導場面を想定
し、教員養成大学における教科教育法（「家
庭科教育」）の授業実践に向けた「アレルギ
ー（食物アレルギー）」に関する検討を行い、
3)教科教育法（「家庭科教育」）の授業実践後
に寄せられたコメントをもとに成果と課題
を整理した。なお、「水」「甘み」「排泄」の
教育内容に関する検討において、1)～3)の同
様の過程をふまえた。 
 
（４）今後の課題 
 家庭科教諭・栄養教諭・養護教諭の接続・
連携の現状、および「養護」の概念をめぐる
検討をふまえた授業プログラムの開発を通
して、授業における子どもの認識や技能の形
成には教師の指導のみならず、学校や保護者、
自治体等、さまざまな基盤の整備と連携が欠
かせないことが改めて確認された。今後、授
業・学校・保護者・自治体の連携に関する教
育内容の改善に取り組むことが課題である。 
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